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六
月
一
二
日
、
四
国
電
力

(

株)

高
知
支
店
及
び
オ
イ
ス
カ

高
知
県
支
局
と
の
共
催
で
、「
ふ

れ
あ
い
親
子
体
験
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
六
月
の
環
境
月
間

に
合
わ
せ
て
、
小
学
生
と
保
護

者
を
対
象
に
「
森
と
水
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
テ
ー
マ
に
、
森
林
の

役
割
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

理
解
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
八
回

目
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
一
般
公
募
に
よ
る

二
〇
組
、
三
九
名
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
、
四
国
電
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
プ
ラ
ザ
本
川
に
お
い
て
、

四
国
森
林
管
理
局
の
斎
藤
計
画

部
長
が
、
森
と
水
そ
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
見
て
聞
い
て

体
験
し
て
く
だ
さ
い
と
挨
拶
し
、

発
電
所
の
勉
強
を
し
た
後
、
地

下
深
く
に
あ
る
本
川
発
電
所
の

揚
水
発
電
施
設
を
見
学
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
見
学
で
は
、
普
段
見
る

こ
と
の
出
来
な
い
発
電
所
の
設

備
の
説
明
に
、
保
護
者
の
方
々

が
興
味
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

次
は
、
道
の
駅
「
木
の
香
」

（
い
の
町
桑
瀬
）
の
河
原
で
、

地
元
の
漁
協
の
指
導
を
受
け
ア

メ
ゴ
の
放
流
体
験
を
行
い
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、
初
め
て
の

体
験
と
あ
っ
て
大
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
稲
村
ダ
ム
（
本
川

発
電
所
の
上
池
）
周
辺
で
植
樹

作
業
で
す
。 
 

今
年
度
は
、
土
佐
町
の
「
ふ

る
さ
と
の
森
を
育
む
会
」
の
協

力
に
よ
り
、
夏
ツ
バ
キ
の
植
栽

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

植
栽
場
所
は
、
も
と
も
と
ダ

ム
建
設
用
道
路
の
跡
地
で
土
壌

が
少
な
い
た
め
、
予
め
同
会
の

方
が
、
植
え
付
け
穴
と
客
土
の

準
備
を
し
、
子
ど
も
達
は
初
め

て
使
う
ク
ワ
に
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
親
子
で
協
力
し
て
植
樹

を
し
ま
し
た
。 

 

閉
会
は
、
四
国
電
力
の
石
井

課
長
か
ら
、
森
を
育
て
水
を
大

切
に
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に

使
う
よ
う
お
願
い
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
全
行
程
を
終
了
し
ま

し
た
。 
 

今
年
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

子
ど
も
達
に
は
、
思
い
出
に
残

る
ツ
ア
ー
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

  

 

平
成
二
二
年
六
月
一
一
日
高

知
県
立
高
知
農
業
高
等
学
校
の

森
林
総
合
科
二
年
生
二
五
名
を

対
象
に
、
国
有
林
野
事
業
に
関

す
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
取
組
み
は
、
平
成
一
九
年

度
か
ら
森
林
環
境
教
育
の
一
環

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

森
林
総
合
科
の
生
徒
に
、
国
有

林
野
事
業
や
林
野
行
政
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
卒
業
後
の
進

路
等
を
考
え
る
上
で
の
参
考
に

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
講
義
で
は
、
森
林
管
理

局
の
業
務
に
関
す
る
講
話
と
入

庁
案
内
、
最
近
の
森
林
・
林
業

の
動
向
や
四
国
森
林
管
理
局
の

事
業
内
容
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
四
名
が
四

国
森
林
管
理
局
等
へ
就
職
を
希

望
し
て
公
務
員
試
験
を
受
験
す

る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

本
講
義
に
よ
り
、
更
に
受
験
し

た
い
と
い
う
生
徒
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

平
成
二
二
年
度
国
有
林
野
事

業
職
員
定
期
表
彰
式
を
六
月
三

〇
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
し
た
。 

 

表
彰
式
で
は
、
篠
田
局
長
か

ら
受
賞
者
の
長
年
に
わ
た
る
職

務
へ
の
努
力
と
受
賞
者
を
支
え

て
こ
ら
れ
た
家
族
の
方
へ
の
労

い
の
言
葉
と
「
長
年
に
亘
り
培

アメゴの放流 

高知農業高校での講義の様子 
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各
地
の
た
よ
り

[

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編]

わ
れ
た
豊
富
な
見
識
と
経
験
を

活
か
し
て
、
若
手
職
員
の
指
導

と
と
も
に
開
か
れ
た
『
国
民
の

森
林
』
に
向
け
て
、
引
き
続
き

ご
尽
力
願
い
た
い
。
」
と
の
、
式

辞
が
あ
り
、
受
賞
者
一
人
一
人

に
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
代
表

し
て
、
局
総
務
課
の
那
須
さ
ん

か
ら
、「
本
日
の
受
賞
を
契
機
に

初
心
に
返
り
、
新
た
な
気
持
ち

で
業
務
に
邁
進
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。
」
と
答
辞
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

永
年
勤
続
表
彰
受
賞
者 

○
一
級
精
勤
章
（
一
八
名
） 

局 

長 
 
 

事 

篠
田
幸
昌 

総
務
部 

 
 

技 

那
須 

悟 

            

技 

吉
良
崇
夫 

            

技 

川
村
春
喜 

計
画
部 

 
 

技  

谷
本
明
夫                

 
 

 

事 

川
口 

智 

森
林
整
備
部 

技 

芝 
 

淳 

香
川
所 

 
 

技 

田
邊 

宏 

愛
媛
署 

 
 

事 

石
田
俊
郎 

            

技 

竹
倉
昌
直 

四
万
十
署 

 

技 

竹
内
千
幸 

 
 
 
 
 
 

基 

竹
内 

仁 

嶺
北
署 

 
 

技 

中
山
修
一 

            

基  

長
野
考
児 

安
芸
署      

技 

刈
谷 

誠 

            

技 

窪
田
浩
二 

            

技  

後
藤
哲
也 

            

技 

米
津
誠
喜 

○
二
級
精
勤
章 

企
画
調
整
室 

事 

森
田
裕
一 

総
務
部 

 
 

技 

川
井
延
幸 

計
画
部 

 
 

技 
小
川
靖
志 

徳
島
署 

 
 

技 
佐
古
明
弘 

愛
媛
署 
 
 

技 

川
村
倫
代 

四
万
十
署 

 

技 

西
田
哲
也 

            

技 

川
上
亀
男 

嶺
北
署 

 
 

技 

朝
比
奈
和
弘 

            

技 

牛
尾
善
博 

安
芸
署 

 
 

事 

川
邊
亜
紀 

     

【
職
員
定
期
表
彰
】 

 

五
月
三
〇
日
、
全
国
ご
み
不

法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ

せ
て
、
高
松
市
主
催
で
、
当
所

や
関
係
行
政
機
関
、
衛
生
組
合

協
議
会
、
警
察
等
に
よ
る
不
法

投
棄
者
調
査
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
所
は
、
屋
島
国
有
林
が
あ

る
屋
島
地
区
を
巡
回
し
、
不
法

投
棄
の
監
視
や
ゴ
ミ
の
回
収
を

行
い
ま
し
た
。
屋
島
国
有
林
は
、

史
跡
・
天
然
記
念
物
や
瀬
戸
内

海
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
ま

た
、
風
景
林
に
も
指
定
し
て
お

り
貴
重
な
国
有
財
産
で
す
が
、

悪
質
な
不
法
投
棄
に
悩
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
も
衣
服
類
や

紙
類
の
ほ
か
、
パ
チ
ン
コ
の
ス

ロ
ッ
ト
台
等
が
捨
て
ら
れ
て
お

り
、
モ
ラ
ル
の
低
下
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
高
松
市

や
警
察
等
と
連
携
し
た
撤
去
活

動
、
摘
発
に
よ
り
年
々
不
法
投

棄
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
一
般

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
し
た
者
に

つ
い
て
は
、
五
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
一
千
万
円
以
下
の
罰

金
、
又
は
こ
の
両
方
の
罰
則
を

受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
法

人
に
対
し
て
は
一
億
円
以
下
の

罰
金
）
。 

 
香
川
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、

引
き
続
き
、
パ
ト
ロ
ー
ル
・
看

板
設
置
に
よ
る
未
然
防
止
等
に

よ
り
不
法
投
棄
を
な
く
す
よ
う

に
保
全
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

 

本
年
の
五
月
の
山
岳
遭
難
者

捜
索
活
動
に
お
い
て
「
迅
速
か

つ
的
確
な
捜
査
活
動
を
行
い
人

命
救
出
に
寄
与
し
た
」
と
し
て

六
月
一
〇
日
、
四
万
十
森
林
管

理
署
大
正
・
下
津
井
合
同
森
林

事
務
所
の
職
員
一
四
名
を
代
表

し
て
外
山
首
席
森
林
官
が
、
窪

５
・
３
０
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
に
 

〜
関
係
機
関
等
と
連
携
し
 

    不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
〜
 

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

屋島国有林でのゴミ回収の様子 

遭
難
者
の
捜
査
活
動
で
 

 
 
 
感
謝
状
を
授
与
 

 
〈
四
万
十
森
林
管
理
署
〉



グリーン四国 No.1084 2010（H22）7 月号 

- 4 - 

川
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
を
頂

き
ま
し
た
。 

  
こ
れ
は
、
五
月
九
日
、
四
万

十
町
大
正
の
国
有
林
城
戸
木
森

(

し
ろ
ど
き
も
り
標
高
約
九
０

０
ｍ)

で
、
高
知
市
内
の
男
性
が

一
人
で
登
り
遭
難
し
た
も
の
で
、

地
元
消
防
署
や
警
察
署
か
ら
連

絡
を
受
け
た
合
同
森
林
事
務
所

は
、
施
業
実
施
計
画
図
等
の
資

料
提
供
や
現
地
で
の
捜
索
活
動

に
協
力
し
ま
し
た
。 

  

捜
索
が
始
ま
っ
た
一
〇
日
は
、

小
雨
交
じ
り
の
天
候
で
視
界
も

悪
く
足
元
も
不
安
定
な
状
況
で

捜
索
活
動
は
難
航
し
ま
し
た
。

翌
一
一
日
に
は
署
か
ら
六
名
・

森
林
事
務
所
に
つ
い
て
も
、
大

正
・
下
津
井
森
林
事
務
所
（
一

四
名
）
に
加
え
、
窪
川
・
中
津

川
・
檮
原
森
林
事
務
所
（
一
一

名
）
も
捜
索
活
動
に
参
加
し
て
、

朝
七
時
か
ら
捜
索
を
開
始
し
た

結
果
、
午
前
一
〇
時
頃
、
城
戸

木
森
の
山
道
で
消
防
署
員
が
行

方
不
明
者
を
発
見
し
無
事
保
護

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

  

今
回
の
遭
難
を
踏
ま
え
、
当

署
で
は
、
登
山
者
が
安
心
し
て

山
歩
き
等
を
楽
し
め
る
よ
う
、

登
山
ル
ー
ト
の
確
認
や
登
山
道

周
辺
の
標
識
類
の
整
備
・
点
検

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

六
月
六
日
、
西
熊
山
国
有
林

に
設
定
さ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い

の
森
「
共
に
考
え
よ
うin

物
部

の
森
」
に
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
我

が
家
を
見
直
す
会
」
が
募
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
〇
名
が
保
育

間
伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
保
育
間
伐
作
業
初

体
験
の
参
加
者
が
半
数
を
占
め

た
た
め
、
当
署
基
幹
作
業
職
員

等
の
指
導
の
も
と
、
慎
重
に
作

業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
該

地
は
林
齢
三
六
年
生
ヒ
ノ
キ
で

枝
張
り
が
大
き
い
た
め
、
か
か

り
木
の
処
理
に
追
わ
れ
ま
し
た

が
、
間
伐
木
が
倒
れ
林
内
に
光

が
差
し
込
む
と
参
加
者
か
ら
は

「
お
ー
っ
」
と
い
う
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。 

 

後
日
、
「
我
が
家
を
見
直
す

会
」
の
理
事
長
で
あ
る
川
合
通

子
氏
よ
り
「
明
る
い
山
と
な
っ

た
こ
と
を
実
感
で
き
て
達
成
感

抜
群
で
し
た
。
疲
れ
ま
し
た
が

楽
し
く
で
き
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

管
理
署
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
秋
も
頑
張
っ
て
企
画
し

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
」
と
の
お
礼
の
メ
ー
ル
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

五
月
三
〇
日
、
三
嶺
山
系
に

お
い
て
第
三
五
回
清
掃
登
山

（
「
三
嶺
を
守
る
会
」
主
催
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
当

署
を
含
む
九
団
体
と
一
般
の
方

を
合
わ
せ
て
七
三
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
、
九
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
、
シ
カ
の
食
害
調
査
も

行
い
な
が
ら
、
ゴ
ミ
の
回
収
に

あ
た
り
ま
し
た
。 

 

当
署
が
担
当
し
た
韮
生
越
の

登
山
道
で
は
、
ゴ
ミ
が
ほ
と
ん

ど
見
当
た
ら
ず
、
登
山
者
の
マ

ナ
ー
向
上
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
登
山
口
の
駐
車
場

周
辺
で
、
古
い
ゴ
ミ
を
回
収
し

た
関
係
も
あ
り
、
全
体
で
は
昨

年
度
よ
り
多
い
一
二
五
㎏
の
空

ビ
ン
や
空
缶
等
が
回
収
さ
れ
ま

し
た
。 

 

だ
れ
も
が
気
持
ち
の
良
い
登

山
が
で
き
る
よ
う
に
、
山
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
毎
年
こ
の

時
期
に
行
わ
れ
て
い
る
清
掃
登

山
で
す
が
、
こ
れ
が
必
要
の
な

い
年
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。 

感謝状を贈呈された大正・下津井合同森林事務所の職員 

ふ
れ
あ
い
の
森
で
 

 
 
 
 
保
育
間
伐
 

 〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

三
嶺
清
掃
登
山
 

 〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉 保育間伐の様子 

回収したゴミの仕分け作業 

に
ろ
う
ご
え 
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各
地
の
た
よ
り

[
森
林
環
境
教
育
編]

 

六
月
四
日
、
愛
媛
県
松
野
町

立
松
野
西
小
学
校
四
年
生
二
九

名
を
対
象
に
植
物
の
種
子
に
つ

い
て
学
習
す
る
森
林
教
室
を
行

い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
植
物
の
種
子
が
風
や

水
、
動
物
な
ど
の
力
を
借
り
て

移
動
し
て
い
る
こ
と
や
、
そ
の

た
め
に
独
特
の
形
状
を
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
写
真
を
使
っ
て

説
明
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
マ
ツ
や
カ
エ
デ
、

ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
（
東
南
ア
ジ
ア

産
の
ウ
リ
科
の
植
物
）
な
ど
の

風
や
翼
を
使
っ
て
飛
ぶ
種
子
が
、

実
際
に
ど
の
よ
う
に
飛
ぶ
か
を

実
物
を
使
っ
て
観
察
し
ま
し
た
。 

 

マ
ツ
や
カ
エ
デ
の
種
子
は
風

洞
装
置
の
上
で
、
風
を
受
け
る

と
ク
ル
ク
ル
と
回
転
し
、
フ
ワ

リ
と
宙
に
浮
き
、
ま
る
で
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
よ
う
に
飛
ぶ
姿
に
、

児
童
は
驚
い
て
い
る
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
は
、

高
い
と
こ
ろ
か
ら
落
と
す
だ
け

で
薄
い
翼
を
使
っ
て
「
ス
ー
ッ
」

と
滑
空
し
ま
す
。 

 
 

最
後
は
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
を

使
っ
て
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
と
ラ
ワ

ン
（
フ
タ
バ
ガ
キ
）
の
種
子
の

模
型
を
作
り
ま
し
た
。 

 

薄
い
ス
チ
レ
ン
シ
ー
ト
に
、

種
に
見
立
て
た
コ
ル
ク
を
張
り

あ
わ
せ
た
だ
け
の
簡
単
な
構
造

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
よ
う
に
飛
ぶ
ア
ル
ソ
ミ
ト

ラ
の
模
型
も
あ
れ
ば
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
飛
ん
で
く
れ
な

い
模
型
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
る
で
羽
子
板
の
羽
根
の
よ

う
な
ラ
ワ
ン
の
種
は
、
輪
ゴ
ム

を
使
っ
て
高
く
飛
ば
す
と
、
ク

ル
ク
ル
と
回
り
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
降
り
て
き
ま
す
。 

 

児
童
た
ち
は
校
庭
で
そ
れ
ぞ

れ
が
作
っ
た
模
型
を
飛
ば
し
、

自
然
が
作
り
出
す
不
思
議
を
感

じ
な
が
ら
何
度
も
飛
ば
し
て
い

ま
し
た
。 

 

今
回
の
森
林
教
室
が
、
児
童

の
植
物
や
自
然
に
対
す
る
興
味

へ
の
入
り
口
と
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

 
 

六
月
九
日
、
土
佐
清
水
市

立
下
ノ
加
江
中
学
校
二
年
生
を

対
象
に
木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
開
催
は
、
一
昨
年
に

当
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
た
「
森

林
環
境
サ
ポ
ー
ト
講
座
―
森
の

楽
（
学
）
育
―
」
に
参
加
し
て

い
た
職
員
の
方
が
、「
ぜ
ひ
う
ち

の
生
徒
に
も
作
ら
せ
て
や
り
た

い
。
」
と
の
思
い
か
ら
要
請
が
あ

り
、
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た

も
の
で
す
。 

 

は
じ
め
に
所
長
か
ら
、
四
万

十
川
源
流
域
の
高
知
県
黒
尊
・

大
道
地
域
、
愛
媛
県
滑
床
山
地

域
の
国
有
林
に
お
い
て
、
当
セ

ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
ニ
ホ
ン

ジ
カ
に
よ
る
被
害
跡
地
の
植
生

回
復
・
森
林
再
生
や
マ
ツ
ク
イ

虫
被
害
跡
地
の
森
林
再
生
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
シ

カ
が
ミ
ヤ
コ
ザ
サ
を
食
べ
尽
く

し
た
現
状
を
見
て
被
害
の
酷
さ

に
驚
い
て
い
ま
し
た
。 

 
次
に
「
木
材
の
特
徴
」
と
題

し
て
、
木
の
長
所
で
あ
る
軽
く

て
丈
夫
な
こ
と
、
加
工
し
や
す

い
こ
と
、
湿
度
や
温
度
を
調
整

す
る
こ
と
、
短
所
と
し
て
、
性

質
が
す
べ
て
同
じ
で
な
い
こ
と
、

シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
被
害
を
受
け

や
す
い
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
し
た
。 

 

次
に
本
日
の
メ
イ
ン
で
あ
る

木
工
ク
ラ
フ
ト
へ
と
移
り
、
く

ま
の
置
物
等
を
作
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
材
料
の
中
か
ら
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
っ
た
木
を

選
び
、
ノ
コ
ギ
リ
で
切
っ
た
り
、

ナ
タ
を
使
っ
た
り
し
て
作
業
を

進
め
ま
し
た
。 

 

生
徒
の
中
に
は
、
ノ
コ
ギ
リ

が
上
手
く
使
え
な
か
っ
た
り
、

ボ
ン
ド
が
上
手
く
く
っ
つ
か
な

か
っ
た
り
と
悪
戦
苦
闘
し
て
い

る
子
も
い
ま
し
た
が
、
先
生
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
無
事
に
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

作
り
終
え
た
生
徒
達
か
ら
は
、

顔
（
く
ま
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
て
材
料
を
選
ぶ
こ
と
や
、
ノ

「
風
に
飛
ぶ
種
子
」
 

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

木
工
ク
ラ
フ
ト
教
室
 

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉 ラワンの模型を飛ばす 
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コ
ギ
リ
を
上
手
に
使
う
こ
と
が

思
っ
た
以
上
に
難
し
か
っ
た
と

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
置
物
を
作
り

満
足
そ
う
で
し
た
。 

 

六
月
一
〇
日
、
高
知
県
立
四

万
十
高
校
一
年
生
一
六
名
を
対

象
に
、
高
知
県
と
愛
媛
県
の
県

境
に
あ
る
八
面
山
と
滑
床
山
一
，

二
二
六
（
通
称
、
三
本
杭
）
へ

森
林
環
境
教
育
を
兼
ね
た
登
山

を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

四
万
十
高
校
で
は
、
例
年
、

自
然
環
境
コ
ー
ス
の
新
入
生
を

対
象
に
、
鹿
児
島
県
屋
久
島
で

自
然
体
験
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

 

今
回
は
、
そ
の
た
め
の
体
力

養
成
と
自
然
環
境
学
習
を
し
た

い
と
の
学
校
の
要
望
を
受
け
て

実
施
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
絶
好
の
登
山
日
和
、

生
徒
は
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
と
の
こ
と
で
、
山
の
緑

豊
か
な
新
鮮
な
空
気
を
吸
い
込

ん
で
元
気
よ
く
三
班
に
別
れ
て

登
山
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

登
山
道
で
は
、
職
員
か
ら
樹

木
の
名
前
や
特
徴
、
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
よ
る
樹
木
の
剥
皮
害
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
登

っ
て
行
き
ま
し
た
。
一
部
の
生

徒
は
、
先
生
や
当
セ
ン
タ
ー
職

員
の
励
ま
し
を
受
け
な
が
ら
、

三
〇
分
遅
れ
で
よ
う
や
く
滑
床

山
（
三
本
杭
）
山
頂
へ
到
着
し
、

全
員
が
揃
っ
て
か
ら
昼
食
を
食

べ
ま
し
た
。
昼
食
後
、
当
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
シ
カ
防

護
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
よ
る
ミ
ヤ
コ
ザ
サ

の
移
植
な
ど
に
よ
っ
て
、
植
生

の
回
復
が
見
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
、
生
徒
達
は
実
感
し
、
特
に
、

シ
カ
ネ
ッ
ト
の
資
材
運
搬
を
人

力
で
運
ん
だ
事
に
関
心
し
て
い

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
そ
の
他
に
当
セ
ン
タ

ー
が
実
施
し
て
い
る
「
大
道
マ

ツ
」
の
森
林
再
生
に
つ
い
て
触

れ
、
九
月
に
下
刈
り
を
実
施
す

る
の
で
多
く
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
と
呼
び
か
け
る
と
、
ぜ
ひ

参
加
し
た
い
と
の
声
が
返
っ
て

き
ま
し
た
。 

 
最
後
に
生
徒
代
表
か
ら
、「
今

回
の
登
山
を
通
じ
、
森
林
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
な
体
験
や
学
習

が
で
き
ま
し
た
。
自
然
再
生
も

重
要
な
取
組
み
で
あ
り
大
切
さ

も
理
解
出
来
ま
し
た
。
屋
久
島

で
は
、
今
日
の
体
験
を
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
の
感
想

が
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

も
学
校
の
要
望
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

 

六
月
二
五
日
、
愛
媛
県
松
野

町
立
松
野
西
小
学
校
四
年
生
二

九
名
を
対
象
に
木
工
教
室
を
行

い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
職
員
が
、

木
材
は
、
軽
量
で
丈
夫
な
素
材

で
あ
る
こ
と
や
、
加
工
し
や
す

い
こ
と
な
ど
、「
木
材
の
特
徴
」

に
つ
い
て
、
説
明
し
、
日
本
人

は
生
活
や
風
土
に
合
わ
せ
て
、

さ
ま
ざ
ま
に
利
用
し
て
い
る
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
サ
ク
ラ
な
ど
の
枝

を
使
っ
た
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
挑

戦
し
ま
し
た
。 

 

児
童
た
ち
は
、
の
こ
ぎ
り
や

ク
ラ
フ
ト
ナ
イ
フ
、
剪
定
ば
さ

み
な
ど
を
使
っ
て
枝
を
輪
切
り

に
し
た
り
、
削
っ
た
り
し
て
、

カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
、

ク
マ
や
ブ
タ
な
ど
の
置
物
や
ス

ト
ラ
ッ
プ
を
作
り
ま
し
た
。 

 

「
木
材
は
加
工
し
や
す
い
」

と
い
っ
て
も
、
初
め
て
の
こ
ぎ

り
や
ナ
イ
フ
を
使
う
児
童
も
お

り
、
太
い
枝
を
の
こ
ぎ
り
で
輪

切
り
に
す
る
の
に
四
苦
八
苦
し

て
い
る
児
童
や
、
ナ
イ
フ
や
彫

刻
刀
で
手
を
切
っ
て
し
ま
う
児

童
に
、
職
員
は
、
道
具
の
使
用

方
法
の
指
導
や
手
伝
い
に
大
忙

し
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
児
童
は
そ
れ
ぞ

れ
に
作
品
を
完
成
さ
せ
、
世
界

で
た
っ
た
一
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
に
満
足
し
た
様
子
で
し

た
。 

木工クラフト作りの様子 

「
や
っ
た
ー
三
本
杭
」
 

―
高
校
生
に
森
林
環
境
教
育
―

  
 
〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

木
材
は
加
工
し
や
す
い
？
 

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

ニホンジカ食害の説明 

や
つ
づ
ら
や
ま 

な
め
と
こ
や
ま 

さ
ん
ぼ
ん
ぐ
い 
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こ
の
木
工
教
室
で
、
も
の
作

り
の
難
し
さ
や
楽
し
さ
、
自
然

の
恵
み
や
も
の
を
大
切
に
す
る

こ
こ
ろ
な
ど
、
様
々
な
こ
と
を

学
ん
で
く
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。 

   
 

       
     

 
  

 

六
月
一
二
日
に
徳
島
市
渭
東

児
童
館
（
児
童
二
〇
名
）
、
六
月

一
五
日
に
東
み
よ
し
町
立
絵
堂

小
学
校
（
児
童
四
名
）
を
対
象

に
木
工
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
渭
東
児
童
館
で
は
、
平
成
二

一
年
度
に
民
国
連
携
に
よ
る
森

林
共
同
施
業
団
地
の
協
定
を
締

結
し
た
徳
島
水
源
林
整
備
事
務

所
の
職
員
に
も
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

地
球
温
暖
化
と
森
林
の
関
わ

り
に
つ
い
て
の
話
を
行
っ
た
後
、

「
か
え
る
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

を
作
り
ま
し
た
。 

 

材
料
は
、
除
伐
木
の
木
片
を

利
用
し
た
も
の
で
、
目
玉
と
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
を
つ
け
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。 

 

桜
の
皮
を
切
っ
て
作
っ
た
小

さ
な
ボ
タ
ン
と
ネ
ク
タ
イ
を
ボ

ン
ド
で
貼
り
付
け
る
作
業
に
は
、

子
供
た
ち
も
集
中
し
て
一
生
懸

命
に
作
り
、
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。 

 

絵
堂
小
学
校
で
は
、
四
名
で

協
力
し
て
一
つ
の
「
時
計
と
カ

レ
ン
ダ
ー
」
作
り
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
ま
し
た
。 

 
材
料
に
は
間
伐
材
を
利
用
し

て
い
る
た
め
、
間
伐
の
必
要
性

や
間
伐
材
の
利
用
に
つ
い
て
の

話
を
し
た
後
、
製
作
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。 

 

時
計
部
分
を
製
作
す
る
組
と

カ
レ
ン
ダ
ー
部
分
を
製
作
す
る

組
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
作

っ
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
、
最

後
は
木
の
実
や
除
伐
木
を
使
っ

て
飾
り
付
け
し
、
完
成
さ
せ
ま

し
た
。 
 

完
成
し
た
「
時
計
と
カ
レ
ン

ダ
ー
」
は
、
当
小
学
校
の
最
後

の
行
事
と
な
る
一
〇
月
一
四
日

「
海
の
学
校
」
で
の
交
換
学
習

会
で
瀬
戸
小
学
校
へ
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
そ
う
で
す
。 

 

五
月
二
五
日
、
屋
島
国
有
林

の
「
源
平
屋
島
の
森
」
で
、
屋

島
東
小
学
校
一
年
生
が
、
樹
木

へ
の
名
札
か
け
を
行
い
ま
し
た
。 

 
「
源
平
屋
島
の
森
」
は
、
郷

土
の
森
に
親
し
み
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、
地
元
自
治
会
、

屋
島
東
小
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
年

三
回
の
下
草
刈
り
作
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
年
生
に
よ
る
名

札
か
け
は
、
そ
の
一
環
と
し
て

「
源
平
屋
島
の
森
」
に
親
し
み

を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

児
童
た
ち
は
元
気
に
「
源
平
屋

島
の
森
」
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

最
初
に
森
林
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
自
分

の
名
前
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
書
か

れ
た
札
を
、
サ
ク
ラ
や
ア
ベ
マ

キ
、
カ
エ
デ
等
思
い
思
い
の
木

に
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
郷
土
の
自

然
に
関
心
を
向
け
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
五
月
三
〇
日
に
は
、

同
じ
「
源
平
屋
島
の
森
」
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
（
下
草
刈

のこぎりで輪切りに挑戦 

かえるのキーホルダー作ったよ。 

私たちが作った「時計とカレンダー」です。 

「
源
平
屋
島
の
森
」
で
 

〜
郷
土
の
森
に
親
し
む
活
動
〜
 

  
〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

え
ど
う 

い
と
う 

春
の
木
工
教
室
 

 
〈
徳
島
森
林
管
理
署
〉



グリーン四国 No.1084 2010（H22）7 月号 

- 8 - 

り
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
も
晴
天
で
、
ぬ
け
る
よ
う
な

青
空
の
下
、
地
元
自
治
会
、
屋

島
東
小
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
等
か
ら
集
ま
っ
た
、
一
五

〇
名
余
り
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。

作
業
は
一
時
間
半
ほ
ど
で
終
了

し
、
下
草
刈
り
に
よ
っ
て
、
草

や
つ
る
に
覆
わ
れ
て
、
ほ
と
ん

ど
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
植
栽

木
も
顔
を
出
し
ま
し
た
。 

 

「
源
平
屋
島
の
森
」
の
樹
木

が
草
本
に
負
け
ず
、
大
き
く
成

長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

  

愛
媛
森
林
管
理
署 

 

宇
和
島
森
林
事
務
所 

首
席
森
林
官 

竹
倉 

昌
直 

 

宇
和
島
森
林
事
務
所
は
愛
媛

県
南
予
の
宇
和
島
市
に
あ
り
、

宇
和
島
市
、
鬼
北
町
、
西
予
市

に
所
在
す
る
国
有
林
と
官
行
造

林
、
約
三
，
０
０
０
㌶
を
管
理

し
て
い
ま
す
。 

 

管
内
に
は
、
鬼
ヶ
城
山
系
の

高
月
山
や
滑
床
山(

三
本
杭)
、

鬼
ヶ
城
山
、
八
面
山
等
が
あ
り
、

山
々
や
貴
重
な
動
植
物
が
四
季

折
々
の
変
化
を
見
せ
て
登
山
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。 

 

特
に
、
滑
床
渓
谷
及
び
成
川

渓
谷
周
辺
は
、
各
種
保
安
林
、

足
摺
宇
和
海
国
立
公
園
の
特
別

地
域
、
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護

地
区
の
ほ
か
、
一
部
は
滑
床
山

林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
、
滑
床

自
然
休
養
林
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
近
年
は
、
こ
の
貴
重
な
フ

ィ
ー
ル
ド
で
活
動
し
た
い
と
い

っ
た
国
民
の
方
々
の
要
請
に
応

え
て
「
遊
々
の
森
」
や
「
ふ
れ

あ
い
の
森
」
を
設
定
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
元
小
学
校

等
に
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
宇
和
島
市
の
水
瓶
で

あ
る
須
賀
川
ダ
ム
上
流
部
の
若

山
・
八
幡
山
団
地
は
、
水
土
保

全
複
層
モ
デ
ル
林
に
設
定
し
、

旧
藩
造
林
地
を
中
心
に
育
成
複

層
林
施
業
を
主
た
る
施
業
方
法

と
し
て
お
り
、
林
地
の
保
全
機

能
の
高
度
発
揮
と
併
せ
て
、
林

齢
九
０
年
を
越
え
る
上
木
は
貴

重
な
森
林
資
源
に
成
長
し
て
お

り
、
多
く
の
方
々
が
見
学
等
に

来
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
森
林
事
務
所
は
、
一
名
の

基
幹
作
業
職
員
が
勤
務
し
て
お

り
、
境
界
巡
検
等
の
測
定
業
務

や
歩
道
整
備
、
管
内
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
保
全
管
理
業
務
、
林
道

の
維
持
修
繕
業
務
等
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
間
伐
等
の
森
林
整
備

事
業
の
増
加
に
対
応
し
て
、
本

署
業
務
第
二
課
よ
り
二
名
が
駐

在
し
販
売
・
生
産
業
務
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

  

最
近
は
、
特
に
森
林
・
林
業

が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、
き
め

細
や
か
な
森
林
の
整
備
を
図
り

つ
つ
、
地
域
や
次
世
代
の
人
々

に
希
望
を
与
え
ら
れ
る
国
有
林

の
姿
を
議
論
し
な
が
ら
日
々
の

業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

屋島東小学校一年生による名札かけ 

滑床山国有林の「雪輪の滝」 

八幡山国有林ヒノキ複層林 
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